
 

協働事業アイデア提案書（登録公開内容） 

１．提案者の区分 該当する区分の□にチェック（□→■）を入れてください。 

■①個人 □②任意団体 □③ＮＰＯ法人 □④企業 □⑤その他（      ） 

団 体 の 場 合 は 団 体 名 を お 書 き く だ さ い 。 ⇒ 

（                 ） 

２．事業の名称 （事業アイデアに名称をつけてください。） 

事業の名称 高齢者へのスマホ普及事業 

３．アイデア提案の概要 

①課題（私（たち）は、次のようなことが課題（問題）に着目しました！） 

 

高齢化の進む現在、単身もしくは夫婦で暮らす高齢者所帯の存在は、 

ますます増加の傾向にある。 

 

このような中にあって、高齢者が情報難民になりつつある。 

市の広報情報も、広報誌による収集かコールセンターへの問い合わせが関の山、 

市の広聴活動にも、高齢者には意見発信の手段がない。 

市政運営における広報広聴は、市民が市政参画するための 1丁目 1番地になる。 

 

買い物難民が、高齢所帯に広がっている事実もあるだろう。 

身体的老化で、毎日の食材確保に困っている高齢者。 

中山間地域では更に問題は複雑化しているだろう。 

 

近隣とのコミュニケーションに問題はないだろうか？ 

自治会活動の低迷している現在、孤立化の状況は進んでいるかもしれない。 

 

“防災さがみはら”では、毎日のように高齢者の迷子捜索がスピーカーから流れる。 

 

このように、高齢者関連の不都合は、今後も増える一方である。 

 

 

 

第６号様式－２ 



②解決方策（私（たち）は、①の課題を解決するために、次のような事業をやってみたいと思って

います！） 

以上の様な状況を一刻も早く解消するには、 

通信機器（スマホ）の活用が有効である。 

 

安いスマホを買って、通話・メールの通信・インターネット情報の取得・・ 

ここまでできれば、上記の課題の多くは解決できる。 

 

スマホアプリが使えるようになれば、世界はさらに広がる。 

 

具体的な解決方法は・・・ 

 

①まず自治会で、スマホの効用と実際の使い方を実演して見せる。 

 実演するのは自治会員。 

 

➁購入希望者を募る。 

 

➂購入者には、スマホを使った実地講習を行う。１時間/1 単位で２０単位ほどは   

 必要か？まず慣れることに集中して楽しくやる。 

 集会場をサロンにするより、よほど有効な使い方だ。 

 

④仲間づくりにも挑戦。コミュニティーの形成が進展する。  

 

 

 

 

③効果（②の事業を市と協働することによって、次のような効果が得られると思います。） 

 

課題に挙げた問題は、スマホの活用ですべて解決する。 

更に習熟が進めば、通販の活用により食材の購入と配送依頼ができる。 

 

位置情報を使えば、迷子も解決するか？ 

 

何よりも、生活の利便性と幅広い情報が享受できることは、 



高齢者の生活が豊かになる。 

 

市政が目指す、安心安全で豊かな生活がそこにはある。 

 

市の印象が一挙に先進都市に変貌。 

 

市のブランディング効果が期待できる。 

“誇れるまち”の出現によって、転入者の増加が図られ、 

持続可能な市政運営にも貢献！ 

 

 

 

 

 

３．私（たち）の役割（事業の中で私（たち）が具体的に担うこと！） 

 

 

・自治会でスマホの操作を指導。 

 

・スマホ購入の支援。 

 

・通信事業者との契約支援。 

 

・スマホコミュニティー形成支援。 

 

 

 

４．市に期待する役割（事業の中で市に担ってほしいこと！） 

 

・提案事業に賛同し、一緒に活動できる市民の紹介（担い手募集）。 

 

・NPO 法人取得支援。 

が 



・自治会との協働調整役。 

 

 

 

５．登録の目的           （該当する項目に○印をお付けください） 

ア 担い手・団体募集！（一緒に事業を行ってくれる人を探しています） 
〇 

 

イ 情報収集！（経験者（専門家）などからのアドバイスがほしい）  

ウ その他（      ）  

６．その他（メッセージ・アピール） （私（たち）の熱い思いを伝えます！） 

 

市政の民主化が叫ばれているようだが、活動する市民側でグループを作るのが 

難しい。 

 

サポートセンターでも、活動状況・活動グループの紹介はしても、 

新しい事業を立ち上げるグループ員の募集等に関しては、関与していない。 

 

今回のアイデア事業提案が、協働推進課・サポートセンターの業務内容再考と、 

市民活動の活性化に資すれば、幸いである 

 

 

 


